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1 (1)
太陽の位置とかげの関係を理解している。

(影の向きと反対側に太陽があること）
知 81.2 0.1

2 (2) 太陽の動きとかげの関係を理解している。 知 49.3 0.6

3 (3)
かげの長さと，雲の様子を関係付けて，天気を判断すること

ができる。（影の有無と、雲の関連）
思 74.5 0.5

4 (1)
だ液の働きを調べる実験の適切な方法を身に付けている。

(0℃、20℃、40℃、60℃から選択、理由）
技 50.6 1.4

5 (2)
でんぷんの性質を基に，実験結果がわかる。

(ヨウ素溶液の反応の有無)
知 45.2 1.2

6 (3)
よくかんで食べることの大切さを，でんぷんの消

化の観点から説明することができる。
思 18.3 18.7

7 (1) 顕微鏡の適切な使い方を身に付けている。 技 34.8 1.0

8 (2)
顕微鏡で観察するために，プレパラートの適切な動かし方を身に付

けている。(視野の中の上下左右について)
技 51.7 0.5

9 (3)
顕微鏡の倍率から，実際の大きさの違いを比較することができる。

(20倍、100倍、400倍から実際の大きさを選択)
技 93.4 0.9

10 (1)
２つのコンデンサーに同じ量の電気を蓄えるため

に，制御する条件を考えることができる。
技 47.7 8.2
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11 (2)
実験結果を基に，発光ダイオードと豆電球の違い

を考察することができる。
思 40.7 6.9

12 (3)
身近な電気器具における，電気の変換がわかる。

(光、熱、音、運動エネルギー変換を選択)
知 88.5 0.9

13 (1)
鉄とアルミニウムの性質を理解している。

(「電気を通すか」、「磁石につくか」の結果について)
知 29.2 4.1

14 (2)
水溶液の適切な加熱実験の方法を身に付けてい

る。
技 55.0 2.0

15 ア
実験結果を基に，塩酸による金属の性質の変化

について説明することができる。
思 17.2 13.9

16 イ
実験結果を基に，塩酸の働きについて説明するこ

とができる。
思 18.9 13.5

17 誤り
塩酸の性質についての誤りを指摘することができ

る。
思 42.2 28.3

18 理由
塩酸の性質についての誤りの理由を説明すること

ができる。
思 16.3 30.5

19 (1)
振り子運動の規則性を調べる実験結果を基に，方法の誤り

を指摘し，その理由を説明することができる。
思 31.8 25.0

20 (2)
メトロノームのテンポを変える方法を，振り子運動

の規則性に基づいて説明することができる。
思 33.6 6.0
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結果の概要２

○基礎的・基本的な知識・技能を問う設問に○基礎的・基本的な知識・技能を問う設問においておいて
はは、かげの動き等に一定の定着状況が、かげの動き等に一定の定着状況が見られるも見られるも
のののの、金属の性質等に関する知識について、金属の性質等に関する知識について、確実、確実
なな理解が図られていない。理解が図られていない。

○県調査結果で課題の見られた、適切な実験○県調査結果で課題の見られた、適切な実験方法を方法を
判断判断する設問において、依然として課題がする設問において、依然として課題が見られ見られ
るる。。

○学んだ自然現象等に関する知識を日常生活に○学んだ自然現象等に関する知識を日常生活に当て当て
はめてはめて活用すること、実験方法の改善に活用すること、実験方法の改善について科ついて科
学的学的な根拠を基に説明すること、実験な根拠を基に説明すること、実験結果の整理結果の整理
ややその要因の考察をすることにその要因の考察をすることに課題が見られる。課題が見られる。



８１.２％正解

１２.５％

太陽の動きと影の動き太陽の動きと影の動き
の関係を方位を使っての関係を方位を使って
説明することができる説明することができる
ようにしたい。ようにしたい。

３

① ６８.７％正解
② ３１.３％

天文分野など空間的な天文分野など空間的な
もののとらえ方の育成にもののとらえ方の育成に
つながります。つながります。

出題のねらい 正答率 無解答率

(1)
太陽の位置とかげの関係を理解している。

(影の向きと反対側に太陽があること）
81.2 0.1

(2) 太陽の動きとかげの関係を理解している。 49.3 0.6



類似問題 Ｈ２４全国調査 小６４ Ｈ２５県調査 中１

６３.１％正解
７４.５％正解

人のかげを消す雲を人のかげを消す雲を
空から見る空から見る(H25)(H25)

木のかげを消す雲を木のかげを消す雲を
地上から見る地上から見る(H24)(H24)

出題のねらい 正答率 無解答率

(3)
かげの長さと，雲の様子を関係付けて，天気を判断すること

ができる。（影の有無と、雲の関連）
74.5 0.5



５９.０％正解

３以外を選択→３９.６％
温度が高い方が反応しやすいの

ではないか、という誤判断のために
正答率が下がったと考えられる。

５

正答率が下がったと考えられる。

類似問題（Ｈ１７県調査）類似問題（Ｈ１７県調査）

今年度と同様の適切な温度を選ぶ出今年度と同様の適切な温度を選ぶ出
題ではなく、「体温に近い温度だから」題ではなく、「体温に近い温度だから」
という理由のみを選択肢の中から選ぶという理由のみを選択肢の中から選ぶ
出題であった。（正答率８１出題であった。（正答率８１..３％）３％）

出題のねらい 正答率 無解答率

(1)
だ液の働きを調べる実験の適切な方法を身に付けている。

(0℃、20℃、40℃、60℃から選択、理由）
50.6 1.4



１ １０.２％
２ ４５.２％
３ ３８.０％
４ ２.３％

試薬は、「色が変化した」試薬は、「色が変化した」
→→「化学変化があった」と「化学変化があった」と
は限らないことに注意するは限らないことに注意する

６

は限らないことに注意するは限らないことに注意する

(正解)消化しやすい、
吸収されやすい

「よくかんで食べることは「よくかんで食べることは
大切である」ことの説明に大切である」ことの説明に
至っていない解答が至っていない解答が多い。多い。

出題のねらい 正答率 無解答率

(2)
でんぷんの性質を基に，実験結果がわかる。

(ヨウ素溶液の反応の有無)
45.2 1.2

(3)
よくかんで食べることの大切さを，でんぷんの消

化の観点から説明することができる。
18.3 18.7



不正解２、３を選んだ
→５１.７％ ５１.７％正解

４４.９％

７

正解は１、４、５

９３.４％
正解

自分で顕微鏡を操作して自分で顕微鏡を操作して
ピントを合わせる経験を確ピントを合わせる経験を確
実に行わせたい。実に行わせたい。 倍率の判断はできる倍率の判断はできる

出題のねらい 正答率 無解答率

(1) 顕微鏡の適切な使い方を身に付けている。 34.8 1.0

(2)
顕微鏡で観察するために，プレパラートの適切な動かし方

を身に付けている。(視野の中の上下左右について)
51.7 0.5

(3)
顕微鏡の倍率から，実際の大きさの違いを比較することが

できる。(20倍、100倍、400倍から実際の大きさを選択)
93.4 0.9



８

１秒間に１回→同じ速さ
５０回→同じ回数

「２つ書きなさい」の指示に「２つ書きなさい」の指示に
１つしか解答していない
→３１３１..７％７％
問題文の読み取りが不十分
であることが原因の一つと
考えられる。

出題のねらい 正答率 無解答率

(1)
２つのコンデンサーに同じ量の電気を蓄えるために，制御

する条件を考えることができる。
47.7 8.2



９
（２）結果をもとにした考察とし
ては以下の3通りの視点からの指
摘が正解となる。

１．消費する電気量が少ないこと
・同じ時間で使われる電気の量が
少ない

・流れる電流が少なくても明るい

２．エネルギー効率が良いこと

音 光 熱 運動

２．エネルギー効率が良いこと
・省エネルギーである
・効率的である
・節電できる

３．流れる電流が小さいこと
・流れる電流が少ない

出題のねらい 正答率 無解答率

(2)
実験結果を基に，発光ダイオードと豆電球の違いを考察す

ることができる。
40.7 6.9

(3)
身近な電気器具における，電気の変換がわかる。

(光、熱、音、運動エネルギー変換を選択)
88.5 0.9

完答 ８８.５％



「磁石につくか」については、
高い正答率を示したが、

「電気を通すか」については、
約約半数が半数が誤答誤答であった。であった。

電気が流れるかどうかの電気が流れるかどうかの
実験の経験不足が原因実験の経験不足が原因

10

実験の経験不足が原因実験の経験不足が原因
と考えられる。と考えられる。
特にアルミニウムの通電特にアルミニウムの通電
について、豆電球を光らについて、豆電球を光ら
せる実験を通して体感させる実験を通して体感さ
せておきたい。せておきたい。

出題のねらい 正答率 無解答率

(1)
鉄とアルミニウムの性質を理解している。

(「電気を通すか」、「磁石につくか」の結果について)
29.2 4.1



誤答の誤答の１１､､４を選択４を選択 →→
３６３６..０％もあった。０％もあった。

１も４も実験上の事故１も４も実験上の事故
につながる項目なのにつながる項目なの
で、安全面のためにもで、安全面のためにも

11

で、安全面のためにもで、安全面のためにも
しっかり指導し、安全しっかり指導し、安全
に実験に取り組ませに実験に取り組ませ
たい。たい。

２，３，５が正解

出題のねらい 正答率 無解答率

(2) 水溶液の適切な加熱実験の方法を身に付けている。 55.0 2.0



・おもりの個数(重さ)
・糸の長さ

上の２つの条件はそろってい
るのに、結果が違うということ
は、他に異なる条件は何か？

12

実験を行う際の変数に当たる実験を行う際の変数に当たる
「条件制御」が何になるのか、「条件制御」が何になるのか、
実験結果をまとめる表やグラフ実験結果をまとめる表やグラフ
を作成させる際に指摘させる。を作成させる際に指摘させる。

出題のねらい 正答率 無解答率

(1)
振り子運動の規則性を調べる実験結果を基に，方法の誤り

を指摘し，その理由を説明することができる。
31.8 25.0



・ゆれる部分が振り子と・ゆれる部分が振り子と
は反対になるので、おは反対になるので、お
もりの上下の動きと振りもりの上下の動きと振り
子の子の長さを関連付けら長さを関連付けら
れなかったれなかった。。

13

れなかったれなかった。。
・図２がふりこと同じよう・図２がふりこと同じよう
に見えることから、混乱に見えることから、混乱
したのではないか。したのではないか。

出題のねらい 正答率 無解答率

(2)
メトロノームのテンポを変える方法を，振り子運動の規則性

に基づいて説明することができる。
33.6 6.0



理科の勉強は好きだ理科の勉強は好きだ
あてはまる どちらかといえば、

あてはまる
どちらかといえば、
あてはまらない

あてはまらない 無回答

県今年度 39.8 32.1 18.4 9.6 0.1
県前年度 37.2 33.4 19.5 9.8 0.2

理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つ理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つ

あてはまる どちらかといえば、
あてはまる

どちらかといえば、
あてはまらない

あてはまらない 無回答

14

県今年度 40.4 34.3 18.2 7.0 0.1
県前年度 39.0 35.1 18.6 7.0 0.3

「理科が好き」は４教科のなかで最も高い割合だが、
「役に立つ」は４教科のなかで最も低い。

理科を学ぶ有用感理科を学ぶ有用感をもたせるためをもたせるためにも、理科と生にも、理科と生
活・社会との関連を意識した授業改善を行いたい活・社会との関連を意識した授業改善を行いたい


